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戦争犠牲者慰霊・平和祈願の日 ～YouTube配信後は独自プログラム実施～ 

今年の戦争犠牲者慰霊・平和祈願の日は 8月15日、

本部のYouTube生配信映像を各会員自宅にて拝見す

ることになりました。教会法座席ではスクリーンに写

し、約 40名の会員で拝見しました。 

 

 
式典は庭野光祥次代会長導師のもと読経供養、その

後、庭野日鑛会長が登壇し法話を述べました。庭野会

長は昭和 19年 8月に疎開した後、東京大空襲をはじ

め大都市に空襲があったことや、昭和 20年 8月 6日

に広島、9 日に長崎に原子爆弾が投下され、8 月 15

日の正午に玉音放送があり終戦を迎えたと解説。終戦

記念日は国（米、英、中、露）によって違うとされ、

米国は9月2日にミズーリ艦で調印式が行われた日で

あると紹介されました。 

また、聖徳太子の「和を以て貴しとなす」の言葉に

ふれ、日本は 2,000 年を超えた歴史の中で、一貫と

して「大和（だいわ）」という平和の精神が貫かれてい

ることを紹介。大和（だいわ）は「やまと」とも読め、

これは「グレートピース」、つまり「大いなる平和」で

あると解説。この精神は国家的、民族的な大きな願い 

で日本人としてこの精神を代々伝えていく使命がある

と述べられました。 

本部の式典後は京都教会独自のプログラムを実施。

「京都教会！全員集合！」という LINEグループ通話で

会員約 50 名がリモート平和学習会を実施しました。

学習会は初めに黙祷を行い、その後、昨年の沖縄県で

行われた全戦没者追悼式で小学生が朗読した「本当の

幸せ」という詩を学生部員が読み上げました。 

最後に中村教会長はお言葉の中で、まさかリモート

でこのようなつながりが出来るとは思いもしなかった

と、コロナ禍の中での青年部スタッフの奮闘に感謝。

また、コロナ感染者が出て街に住めなくなったという

話を聞いたと語り、他人を批判したり、受け入れない

のは自分第一主義であって、こういう時こそ思いやり、

優しさが大切、手洗い、うがいをした後にも言葉かけ

することが大切と述べました。 

庭野会長の法話にもふれ、平和を乱すのは自分の心

であり、朝夕のご供養で心を整えることが大切だと結

びました。 
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令和２年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～ともに悲しむ心～ 宇治支部壮年部長 西田浩也 

日々ありがとうございます。 

宇治壮年部長の西田です。今月の会長先生のご法話

は、「ともに悲しむ心」です。 

 

 毎日、何度も耳にするのがコロナウイルスのこと、

そして豪雨に猛暑と今私たちは例年にない危機に見舞

われております。 

そのことで、悲しみに直面されている方が大勢おら

れる中、猛暑に耐えながら復旧に尽力されているボラ

ンティアの方々は、まさに人の悲しみや苦しみを共感

し寄り添えることのできる行動は素晴らしいことと思

わせていただきます。 

 

さて、私の妻は五年前に脳出血により右半身が不自

由になり、先天性の腎臓疾患で透析もしております。

ところが今年の一月に再度脳出血を起こしてしまい、

先生からは言語障害や全身麻痺になるかも知れないと

言われました。幸い軽かったのですが、とは言え寝た

きりに近い状態になり、私が毎日介護をする日々とな

っております。 

妻が元気だったころは、私は仕事にかこつけて子育

て、家事を任せっきりにして思いのままに過ごしてお

りました。本当に妻には申し訳無かったと思います。 

妻のおかげでこの教えに出会わせて頂き、色々と救

っていただきました。そして、お役を通して足らない

自分にも人さまの為に何か出来ることが喜びになって

いました。 

 

 その妻が大変な病気になり、初めのころは苦しみ悲

しんでいる姿に私も辛く悲しい思いをしましたが、こ

の教えのおかげさまで気持ちをきりかえることが出来

て前向きになっていきました。 

二回目の脳出血の後、一層介護に時間を費やすこと

になりましたが、今までに妻が私に対してしてくれた

ことや、私が妻に辛い思いをたくさんかけてきたこと 

も、寄り添って妻の為に介護できることを喜びと思え

るようになり闘病生活が二人の修行の場「即是道場」

実践の場となっております。 

 

 この数年間は支部の皆さまはじめ京都教会の皆さま

にはご心配頂きご協力いただき誠に有り難うございま

す。皆さまに寄り添って頂いたことも妻にはありがた

くとても力になったと思います。 

 今まさにコロナ渦、猛暑の中で今までとは全く違っ

た日々を過ごさなければならなくなっておりますが、

教会長さんにも教えて頂いておりますように、おかげ

さまと考えれば有難いと思えることもたくさんあると

思います。 

 些細なことですが、私は毎年必ず春先に一度は風邪

をひくのですが、今年はコロナ対策でマスクと、うが

い、手洗いのおかげさまで風邪をひきませんでした。

結構辛い思いをするのですが今年はその思いをせずに

済みました。 

 

 話は戻りますが、ここ数年の我が家の様子を見て回

りの方が「色々大変なことが続きますね」と心配して

頂きます。しかし、この教えを信仰させて頂いている

おかげさまで、ありがたいと思うことは、病気や事故

などに見舞われても必ず仏さま、ご先祖さまに見守り

助けて頂いていると感じられることです。 

最悪を避けられたこと、その後の色々困難と思える

こともたくさん救って頂いていることに気づかせてい

ただきます。 

 

 本当に教えを信じて、与えて頂いた道場で日々精い

っぱい実践していけば、仏さまはいつも見守り必ず私

たちを良きサンガの皆さまと共に仏の道に導き入れて

くださり、そして仏の境地に達することを願っておら

れると実感させて頂きます。 

今回このお役を頂き誠に有り難うございました。合掌 

 

「京都教会！全員集合！」 ～LINEグループ開設～ 

5 月の青年の日に青年部が中心となって立ち上げた LINE グループが、この度、名称が変わり京都教会の会

員なら誰でも入れる「京都教会！全員集合！」にリニューアルしました。 

教会のブログ「ニコニコサンガ」とも連携し、情報発信、共有できるツールになっています。この平安月報

も見ることが出来ます。 

当面の間、情報発信は青年部・渉外部

スタッフが担当します。加入されたい場

合は各部長、各支部長、青年部・渉外部

スタッフまでお問合せ下さい。 
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戦後 75 年 当時を知る会員さんに語って頂きました 

私の戦争体験 ～伏見支部 松井宏哲（まついひろのり）～ 

戦争は、二度とあってはならない。 

 今年も広島に原爆が落ちた８月がやって来ました。

何年経っても忘れられない当時の実体験を思い起こし

たいと思います。私は田舎に居て、都会での戦禍に会

わなかったけれど、私なりの戦争体験をしました。 

 昭和 16年 12月、私が小学校 2年生の時に、あの

太平洋戦争が勃発した。教室前面には、真珠湾攻撃で

殉死した軍人「軍神何々と呼ばれた」の写真が飾られ

た。後で分かった「国家総動員法」が発令され、日本

中全体が「戦争一色」となった。 

学校の勉学は二の次だった。働き盛りの人達は、戦

争に駆り出され、小学校の生徒は農業の手伝いで、麦

や甘藷づくり（かんしょづくり：さつまいものこと）

をさせられた。馬鹿げたようでも、戦用の浮き（ブイ）

に入れる為かススキの穂をとったり、軍服の繊維にす

る為マオウという名の草を採り乾燥させ供出したり、

海が近いので塩田を作り、塩づくりもした。 

当時、徴兵制は国民の義務、男は時が来れば、徴兵

検査を受けなければならない。甲、乙、丙に分けられ、

順次徴兵令（いわゆる赤紙）が来て、村の八幡神社で 

村民全員で激励、出征し近くの軍隊に入隊させられた。 

 戦争中は、アメリカ空軍による東京空襲からはじま

り、大阪など大都市が次々と空爆され、ラジオ、新聞

で報道された。 

 戦争も終わり頃は、アメリカ空軍の B29 が堂々と

瀬戸内の空を通り、主要都市を爆弾攻撃した。因島に

は大型造船所があり、アメリカの「グラマン」という

戦闘機が 5、6 機やって来て、空から急降下爆撃をし

た。その模様をこの目で見た。そのシーンは今でもこ

の脳裏に残っている。高射砲で下から打つのだが当た

らない。砲弾の爆発した色が、最近の打ち上げ花火の

超小型のように綺麗だった。 

 そして、小学 6年生の夏、米軍が広島に原子爆弾を

落とし敗戦となった。当時の新聞には、新型爆弾と報

じられた。僕らが、塩田で塩づくりをしている時、不

思議な言葉を耳にした。古老が、「平和になった、平和

になった」と。この言葉の意味が分からない程、当時

の教育は、戦争一式の「軍国主義」に洗脳せられてい

たのでした。 

 後に教育の重要性を、改めて認識したのでした。 

 

 

 

 

 

 

因島は 

広島市から直線距

離で約 65km。 

原子爆弾が投下さ

れた際、島からもあ

の巨大なキノコ雲

が見えたと思われ

ます。 

 

※来月の「私の戦争体験」は洛叡支部の荒木身予さんです。皆さんの戦争体験をお聞かせ下さい。 

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【給仕（きゅうじ）】 

 仏教での意味は、仏さまにいろいろなものを供える

ことや高僧などのそば近くにいて、仕えることをいう。 

 それがいつしか、食事のときにその世話をすること、

あるいはそれをする人、サービスすることを表す言葉

になった。禅寺などでの食事ではすべてが作法にのっ 

とって給仕されるが、受ける側にも作法があって、こ

れぞ給仕の見本といった感がある。 

 仏さまから生身の人間へと、その対象は変わっても、

給仕は心を込めてしたいものである。 

 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「朝のこない夜はない」 

「朝のこない夜はない」と言います。人生は闇だな

どと思い込まず、闇の夜のあとには必ず朝がくること

を信じてがんばろう、という励ましの言葉です。暗い

夜があるからこそ、明るい朝を迎える喜びがあるのと

同じに、悩み苦しみがあるからこそ、救われる喜びが

あるのです。 

人はよく「暑いのと寒いのと、どちらが好きか」と

いった質問をしますが、これも、暑いところで汗を流

して仕事をすればこそ涼しさのありがたみが分かり、

寒さにさらされてこそ太陽の暖かさがありがたく感じ

られるわけです。私たちはよく、なんの苦労もなく毎

日を過ごしている人をうらやんで「私も、ああいう身

分になりたいものだ」などと考えますが、じつは、苦

しみを通らないと本当の喜びは味わえないのです。  

おいしい料理を目の前に並べられて、ただそれを食

べるよりも、材料の仕込みから手間暇（ひま）かけて

苦心して作った料理を、みんなに「おいしい」と言っ

て食べてもらえるほうが、どれほどうれしいか。苦し

みに体当たりしてこそ活路が開け、そうして体でつか

んだ喜びが、苦しむ人を救う力になっていくのです。 

「三世を生きる」 

私たちのいのちは、いまのこの世だけのものではな

く、過去・現在・未来の三世に連なるものであること

を、仏教は教えています。だからこそ、現在を精いっ

ぱい生きることが大事なのです。それによって、過去

も生かされ、また、その現在の生き方によって、未来

の安泰も約束されるのです。 

この三世にわたるいのちを見失うと、自分はなんの

ために、どう生きなければならないのか、羅針盤を失

ってしまうのですね。それで刹那的、感覚的な快楽ば

かりを求め、物の豊かさだけを追いかけて、平気で資

源を浪費し、環境を破壊する生き方になってしまうの 

です。自分で自分の未来を閉ざす生き方に陥ってしま

うわけです。 

生物は、自分の持つ特徴を極限まで進化させようと

する習性を持っているといわれます。それが命取りに

なってしまうことがあるのです。恐竜があまりにも巨

大化して滅びてしまったのもそのせいではないか、と

いう説があります。 

組織や社会も同じです。そこにいたる前に立ち止ま

らなくてはと、だれもが考えるのですが、それが止め

られなくなってしまうのです。三世の生命観を胸に刻

みつけることが急務です。 

「深く因果（いんが）を信じ」 

人間にはだれしも欲があり、自分勝手を通したいエ

ゴイズムがあります。ですから、どうしても目先の利

害得失にとらわれ、因果の道理を忘れがちになってし

まうわけです。正直なところみなさんも、うまく立ち

回って甘い汁を吸っている人を見たりすると、因果の

道理など本当に存在するのだろうかと疑問を抱いてし

まうこともあると思うのです。 

仏さまの教えどおりに正直に人さまへの奉仕を先に

する生き方をしていたのでは、この社会で自分だけ遅

れをとるのではないか、と心がぐらつくこともあるか

もしれません。それでつい、自分の欲を満たしたい、

楽をしたいといった願いにひきずられ、立派な家に住

み、ぜいたくな生活をしている人と自分を比べてうら

やみ、ねたむといったことになってしまうわけです。  

そういう人に対して、経典には、きわめて大切な言

葉が説かれています。「仏説（ぶっせつ）観普賢菩薩（か

んふげんぼさつ）行法経（ぎょうぼうきょう）」の「深

く因果を信じ、一実の道を信じ、仏は滅したまわずと

知るべし」という一節がそれです。仏教徒の私たちに

とって、仏を信じ、因果を信じ、ひたすら菩薩道をあ

ゆむ以外に、幸せに至る道はないのです。（つづく） 

 

９～１０月の主な教会行事 ●メッセージ 

9 月・10月 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

すべての行事は中止しています。 

8 月 15 日の終戦記念日を迎え、日本人の戦後生ま

れが 85%にのぼるとの報道がありました。あの悲惨

な戦争をじかに語れる方はますます少なくなってお

り、まして戦地に行かれた方は身近な存在ではなくな

りました。私の父も小学生の頃、学校に米軍機が飛ん

できて、パイロットの顔まで見えたと語りました。初

めて見る欧米人だったそうです。我が物顔に飛ぶ米軍

機があるにも関わらず、「日本は神風が吹いて絶対に勝

つ」と教えこまれたとか…。いかに正しい教育が大切

か、その重要性を感じます。戦後 75年。「危険をおか

してまで武装するよりも、むしろ平和のために危険を

おかすべきである」庭野開祖の言葉が胸をよぎります。 

●行動自粛が解除され、新しい生活様式が求められる中、

ご著書をじっくり読ませて頂く時間に出来るかもしれませ

ん。本部のホームページから、会長先生の毎月のご法話な

ど、拝読できます。 

http://www.kosei-kai.or.jp/ をパソコンやスマホでご

覧下さい。 

●【開催のご案内】京都佛立ミュージアムにおいて、「ト

ランクの中の日本。戦争、平和、そして仏教」が開催され

ています。入場無料。期間 7 月 11日(土)～11月 25日(水) 


